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　旧古河城出城の森をほのかに照らし出すあんどん。
地元へ帰省する人も多いこの時期に、ふるさとの歴史
を知ってもらいたいとの思いでスタートした夢あんど
んと夕涼みを8月14日・15日に開催しました。
　今年は、古河歴史博物館・鷹

た か

見
み

泉
せ ん

石
せ き

記念館・古河文
学館のほかにも、お休み処坂長界

か い

隈
わ い

にあんどんの明か
りが灯り、会場全体の雰囲気を盛り上げました。
　市民が作った約800基ものあんどんの明かりは、お
堀の水

み な

面
も

などに揺れ、多くの人を魅了していました。

　作るという体験を交えて
夢あんどんと夕涼みを楽し
むことを目的に、古河文学
館で開催しました。
　7月27日、8月5日に参
加した26人は、絵手紙会
の人たちの教えのもと、水
彩絵の具で思い思いの絵を
あんどんに描きました。

あんどんをつくろう講座

夢あんどんと夕涼み
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関
東
最
大
級
の
古
河
花
火
大

会
。
市
の
発
展
と
と
も
に
歴
史
を

積
み
重
ね
て
き
た
本
大
会
も
今
年

で
14
回
を
迎
え
、
約
20
万
人
も
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
の
立
地
を
生
か
し
、
広
範

囲
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ワ
イ
ド

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
を
し
の
ぐ

開
花
直
径
約
６
５
０
メ
ー
ト
ル
の

三
尺
玉
２
発
を
含
む
、
約
２
万
発

の
花
火
が
古
河
の
夜
空
を
鮮
や
か

に
彩
り
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

第14回

古河花火大会
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日
本
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
花
火
大
会
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

見
て
い
る
こ
の
お
祭
り
は
、
外
国
人
の
目
線
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
茨
城
県
国
際
交
流
員
と
し
て
、
県
内
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
取

材
し
て
い
る
２
人
に
古
河
花
火
大
会
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

グロリア チェンさん
(カナダ・25歳)

セドリック チャールズさん
(アメリカ・22歳)

私
た
ち
が
見
た
古
河
花
火
大
会

　
浴
衣
で
街
歩
き
を
し
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
景
観
や
建

物
が
多
い
街
で
す
ね
。
周
り
に
も

浴
衣
姿
の
人
が
多
く
、
私
の
気
分

は
す
っ
か
り
日
本
人
で
し
た
。
屋

台
グ
ル
メ
を
楽
し
み
な
が
ら
開
始

を
待
ち
、
そ
し
て
、
本
番
の
花
火

は
と
て
も
荘
厳
で
美
し
か
っ
た
！

　
ま
た
、
翌
日
に
は
２
千
人
を
超

え
る
人
た
ち
が
清
掃
に
参
加
さ
れ

る
と
聞
き
、
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
僕
の
国
で
は
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

心
あ
る
皆
さ
ん
の
奉
仕
の
心
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
花
火

大
会
は
、こ
れ
ま
で
で
一
番
最
高
！

　
今
回
の
一
番
の
驚
き
は
、
花
火

と
の
距
離
の
近
さ
で
、
目
の
前
で

花
が
開
い
て
い
る
よ
う
。
目
玉
の

三
尺
玉
は
、
そ
の
凄
さ
を
う
ま
く

表
現
で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
音
楽
付
き
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
一

番
楽
し
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

色
や
形
の
花
火
が
絶
妙
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
打
ち
上
が
り
、
夜
空
が
花

火
の
舞
台
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
会
場
は
、
家
族
や
友
人
た
ち
が

和な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
、
花
火
を
楽

し
む
様
子
が
感
じ
ら
れ
、
と
て
も

心
穏
や
か
に
な
り
、
地
域
の
絆
を

感
じ
ま
し
た
。
私
の
人
生
で
最
高

の
花
火
で
し
た
！
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　市内では、平成30年中に369件の人身交通事故が
発生し、12人の尊い命が奪われています。その中でも、
交通事故死者数の実に半数を占めるのが高齢者である
ことを知っていますか。
　この機会に自分の運転を見つめ直し、交通死亡事故
で悲しむ人を１人でも減らせるように考えてみましょ
う。

みんなで考えてみよう

多くの高齢者が交通事故の
加害者や被害者になっていることを

( 人 )

6,761

13,829
12,466

10,327

8,464

H22 H24 H26 H28 H30

交通事故発生件数にかかる高齢者の割合

( 人 )

161

37

102
104

H22 H24 H26 H28 H30

死亡事故件数にかかる高齢者の割合

(％)

2,417 2,266 2,207 1,991 1,921

114

25 27 42 32

90

(％)

毎
年
増
え
て
い
る
高
齢
者
事
故

　
交
通
事
故
が
原
因
で
命
が
奪
わ
れ
る
と

い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

を
踏
み
間
違
え
た
」「
ハ
ン
ド
ル
の
操
作

ミ
ス
」
な
ど
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ

て
い
て
も
、
注
意
力
の
低
下
な
ど
に
よ
っ

て
大
事
故
を
巻
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
図
１
や
図
２
が
示
す
通
り
、
交
通
事
故

の
発
生
件
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
高
齢
者
が
交
通
事
故
の
加
害
者
や

被
害
者
に
な
る
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
る
リ
ス
ク

　
「
私
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い
か
ら
大
丈

夫
」「
し
っ
か
り
歩
け
て
い
る
か
ら
事
故

に
は
遭
わ
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
内
で
は
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
交

通
死
亡
事
故(

全
12
件)

の
う
ち
２
件
に
１

件
は
高
齢
者
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
被
害
者
だ
け
を
見
て
み
て
も
２
人
に

１
人
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う

と
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や
被
害
者
の

人
生
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
で
事
故
が
起
き

や
す
い
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お

き
、交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

古河警察署管内
の交通事故死亡者数は

県内ワースト1位です。
普段から安全運転を

心掛けましょう。

(図１)(図２)

出典：交通関係各指標推移表平成20年～平成30年(茨城県警察) 出典：交通関係各指標推移表平成20年～平成30年(茨城県警察)

　　 【凡例】
　　　65 歳未満
　　　65 歳以上
▲ 高齢者の割合
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　　 【凡例】
　　　65 歳未満
　　　65 歳以上
▲ 高齢者の割合
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交通事故の多くは
自宅近くで起きています

CHECK1
自動車運転中の事故を防ぐ

交通安全指導員の高橋さん、知久さん

①自分の身体能力を過信しない

　年をとると、誰でも視力や聴力が衰え
てきます。機能の低下を自覚し、早めの
ブレーキなどを心掛けましょう。

②進入車線は十分に確認する

　複数車線の道路や高速道路で逆走運転
をしてしまうケースが増えています。必
ず進入車線を確認しましょう。

③交通安全講習を受ける

　定期的に交通安全講習会に参加しま
しょう。運転適性検査等を受けて、運転
能力をチェックしておくことも大切です。

CHECK2
歩行中・自転車運転中の事故を防ぐ

①道路の横断は横断歩道を

　道路を渡るときは少し遠回りであって
も、信号機のある場所か、横断歩道を渡
るようにしましょう。

②ライトや反射材を付けましょう

　夜間は、運転手が歩行者等を見落とし
がちです。早めのライト点灯や反射材を
身につけましょう。

③ながら運転はやめましょう

　自転車運転中にスマートフォンなどを
操作する「ながら運転」は、衝突の危険
が非常に高いので絶対にやめましょう。

　高齢者の交通事故の25％は、自宅から半径
100メートル以内の場所で起きているという
データがあります。
　「慣れている道だから」と安心せずに、常に
周囲の状況を気に掛けるようにしましょう！

　　　　　知っていましたか？
加齢による運転リスク

　身体機能や判断力の低下などにより、運転時の操
作ミスが起こりやすくなります。75歳以上の後期
高齢者は、ハンドルやブレーキなどの操作ミスによ
る交通事故の割合が、一般運転者の約2倍になって
います。

【こんな症状がでた時は要注意】

□右左折のウインカーを間違ったり忘れたりする
□歩行者、障害物等に注意がいかないことがある
□カーブをスムーズに曲がれないことがある
□車庫入れの時に塀や壁をこすることが増えた
□駐車場のラインや、枠内に合わせて車を停める
　ことが難しくなった
□急発進や急ブレーキ、急ハンドルなど運転が荒
　くなった ( と言われるようになった )
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　10月1日から運転免許証を自主的に返納した人を対象に、普段の生活を
支援する目的で「ぐるりん号回数券」または「愛・あい号チケット」を交
付します。免許証の自主返納をきっかけに市内の公共交通機関を利用して
みませんか。

運転免許証の自主返納で
12,000円分の回数券・チケットを交付

1人につき1回限り

交付内容(いずれかのセットを選べます)

交付回数

※100円・300円ごとに使用できます。

～高齢者の運転免許証返納を支援します～

ぐるりん号回数券　 1,000円券×12部

愛・あい号チケット
1,800円券×4部
1,200円券×4部

ぐるりん号回数券と
愛・あい号のチケット

1,000円券×3部
1,800円券×3部
1,200円券×3部

交付対象者

満65歳以上

市内在住で、運転免許証の
自主返納をした

※過去に自主返納した人も年齢要
件を満たし、必要書類があれば対

象になります。

( 件 ) 421,190

65,605

117,613

208,414

345,313

H22 H24 H26 H28 H30

運転免許証の自主返納の推移(全国)

約6.5倍
に増加

出典：平成30年度運転免許統計(警察庁)

   200,000

   300,000

   400,000

         0

   100,000
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持参物
①申請書(高齢者運転免許証自
主返納支援事業)
②次のいずれかの写し
　・申請による運転免許の取消
　　通知書
　・運転経歴証明書
申請場所　 総務課、 市民
総合窓口室
手続き　申請書に②のいずれか
を添付して申し込み
※回数券等は、書類審査後に郵
送します。
問　 総務課　 92-3088
　　〒306-0291下大野2248

バスロケーションシステム 愛・あい号について
　GPS機能を利用し、スマートフォンなどで
走行中のバスの位置やバス停到着予定時間など
を調べることができます。バス停での待ち時間
の目安も分かります。

警察署や免許センター
に免許返納➊ 市役所で申請➋

ぐるりん号や
愛・あい号での利用➌

警察署

日時　月曜日～金曜日8時30分
～11時、13時～16時30分
申請場所　県内全ての警察署お
よび運転免許センター
持参物　運転免許証
費用　1,100円(経歴証明書のみ)
手続き　申請による運転免許の
取消通知書の受領または運転経
歴証明書の申請
問　古河警察署℡30-0110

▲ △ ▲ △

運転免許証返納から回数券・チケット交付までの流れ

【ぐるりん号での使い方】
停留所から乗車した際に回数券
で支払いください

【愛・あい号での使い方】
①電話にて利用日・時間、乗車
場所、目的地などを伝え予約
②予約した乗車場所で乗車する
際に利用料金をチケットで支払
予約センター　℡91-0541

■愛・あい号の利用には事前登
録が必要です
申込場所　 総務課、 市民
総合窓口室

ご存じですか？　「ぐるりん号」乗車の便利機能と「愛・あい号」について

ぐるりん号で使用できます デマンド交通(乗合タクシー)

　愛・あい号は自宅から病院、商店など好きな場所まで
を低料金で送迎するタクシーです。ただし、通常のタク
シーと違い、ほかの人と乗り合わせて利用します。
　利用する場合は、事前登録・予約が必要です。
対象者　総和地区・三和地区在住の人
運行エリア　総和地区・三和地区、古河赤十字病院、茨
城西南医療センター(境町)
利用料金　大人：300円(茨城西南医療センターへは500円)
子ども：100円、
未就学児：無料
運行日　月曜日～金曜日
※祝日、8月13日～16日、
12月29日～1月3日は除く。
問　 総務課

NAVITIME、ジョルダンの
サイトから、周辺バス停検
索・バス停検索・時刻表検
索が可能です。

NAVITAME ジョルダン

他にもある便利機能

※運転に不安を覚えた65歳以上で、
3年以内に運転免許証の更新をしな
かった人も自動車安全運転センター
の証明があれば対象となります。
問　 総務課
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シルバーリハビリ体操を始めませんか
　いつまでも自分らしく、いきいきとした生活が送れるよう、無理なく楽しく続けられるシルバーリハビリ
体操を始めてみませんか。

【問】 高齢福祉課℡92-5838

　シルバーリハビリ体操は、関節の動く範囲を広げ
たり、力をつけたりする介護予防体操です。道具を
使わずにいつでも、どこでも、一人でもできます。
また、椅子に座って行うものや横になって行う体操
等もあります。
　教室に参加することで、体操だけでなく仲間づく
りや生きがいなどにもつながります。ぜひご参加く
ださい。

シルバーリハビリ体操とは

シルバーリハビリ体操教室

　古河福祉の森会館や健康の駅、コスモスプ
ラザ等の市内の公共施設14カ所のほか、各
地域でも開催しています。
対象　65歳以上

シルバーリハビリ体操指導士 3 級養成講習会

　市内では、現在約80人の指導士が地域で
体操の普及活動をしています。皆さんも一緒
に活動してみませんか。日程や対象な
ど、詳細は27ページをご覧ください。

　市では、第2次古河市男女共同参画プランのもと、さまざまな施策を推進し、進捗状況の把握および達成
状況の検証を行っています。また、各施策を効果的に推進するため、令和3年度から4年間の後期実施計画
を策定します。計画の策定に当たり、男女共同参画に対する意識やニーズを把握するため、市民および市内
事業所を対象とした意識調査を実施します。令和2年4月に調査票を送付しますので、ご協力をお願いします。

【問】 人権・男女共同参画室℡92-3111

男女共同参画推進状況
～「意識」から「行動」へ、目指そう男女共同参画社会。～

▲男女が共に活躍できる社会を目指して
活発な意見が交わされています

指標項目 平成30年度 目標値
(令和2年)

休日保育実施保育所数 1カ所 3カ所
子育て支援拠点の設置数 7カ所 8カ所
創業支援セミナー等における女性の参加人数 4人 15人
各種審議会・委員会等における女性委員の占め
る割合 26.2％ 35％

女性委員不在の審議会・委員会の数 5 0
男性を対象とした料理教室等の生活講座数 20講座 10講座
自治会長、行政区長に占める女性の割合 4.5％ 6％
消防団員に占める女性の人数 10人 15人
市役所の管理職員のうち女性職員の割合 17.2% 30%
市役所の男性職員の育児休業取得率 0% 10%
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第3次古河市行政改革大綱実績報告
平成26年度〜平成30年度の取組結果
　市で推進してきた行政改革の実績報告に対する古河市行政改革推進委員会委員からの意見・要望は各課の
業務に反映させ、より良い行政サービスの提供に努めます。詳細は、市ホームページをご覧ください。

【問】　 企画課℡92-3111

　将来にわたる財政の健全性を保つため、
「実質公債費比率」と「将来負担比率」の
２つの財政指標に着目し、健全財政の維持
に努めました。

　重点目標1　健全財政の確立

年度 実質公債費比率 将来負担比率
H26(策定時) 8.9％ 102.0％

H30※ 8.9％ 78.4％

　重点目標２　
　職員数の抑制

　行政の実効性を確保し、多様化・高度化した市
民ニーズへの行政サービスを低下させないよう配
慮しながら職員の適正配置を行い、合併時から職
員数を195人削減しました。

　重点目標３
　ファシリティマネジメントの確立

　「古河市公共施設等総合管理(ファシリティマネ
ジメント)基本方針」に基づき、市有財産を経営
的な視点から総合的に企画・管理・活用する仕組
を推進するため、庁内にFM推進会議を設置し、
FM関連計画や公有財産の取得・処分等について
審議を実施しました。

行政改革推進委員からの主な意見

●健全財政の確立について
　市の実質公債費比率や将来負担比率について、今後も、
現在の水準を維持しつつ、更なる目標を設定する等、引き
続き財政の健全化に取り組まれたい。

▲実績報告に対して市へ意見書を提出した中田委
員長(中央)、峯副委員長(右)

●職員数の抑制について
　推進期間の全てにおいて目標を達成し、一定の成果が挙
げられたことからその取組を評価する。しかしながら、職
員数の削減により市民サービスの低下を招くことのないよ
う、正規職員以外も含めて、適正な配置に取り組まれたい。

※H30の数値はH31当初予算大綱時の見込み値であり、実際の決算値とは
異なります。

0
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900

1,200
1,077

883
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基準年度
3次大綱
基準年度
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(年度)

1,200

900

600

300
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?

◆実質公債費比率とは
　市の一般財源の規模に対する返済額の
割合を表したもの。
※25％以上で注意、35％以上で財政的
に危険な自治体とされます。

◆将来負担比率とは
　市の借入金の大きさを財政規模に対する
割合で表したもの。
※350％を超えると注意が必要な自治体と
されます。

◆ファシリティマネジメント(FM)とは
　次世代の負担を少しでも軽減するため、
既存の公共施設を効率的かつ効果的に管
理・運営すること。
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全国大会出場
全日本アマチュアゴルファーズ選手権
長井優樹さん(古河中等教育学校)

第43回全国高等学校総合文化祭
【新聞部門】
田中柚

ゆ う

希
き

さん、北山卓弥さん(古河中等
教育学校)

【写真部門】
中島里

り

美
み

花
か

さん(古河中等教育学校)

KOGA ENGLISH CAMP2019

■保護者の声
・違う学校の生徒に積極的に声を掛ける姿が
見られて、いつも大人しい息子の成長を感じ
ました。これからも継続してもらいたいです。

(40代女性)
・英語だけで過ごす経験は自宅で行うことが
できないのですごくありがたいです。子ども
も「またやりたい」と喜んでいました。

(30代男性)

　7月31日、8月1日・2日に、ネーブルパークで「KOGA ENGLISH CAMP 2019」を開催し、小学3年生
から6年生までの140人の児童が参加しました。この活動は、ALT(外国語指導助手)と共に一日を過ごし「生
きた英語」に触れることで、英語への関心を深め国際感覚を養うことを目的としています。
　当日は、市内企業・高校生・古河市国際交流協会のボランティアの協力を得ることができ、昨年よりもた
くさんの児童が英語のみで一日を過ごしました。

【問】 指導課℡22-5111

Which games
did you enjoy

 today? I enjoyed
Jankengame
very much.

Let's try English talk

▲ALTのアイミさんと古河第二小学校の西村珠実さん

We tried
English talk

all time.

▲ALTのグレンさんと釈迦小学校の鈴木暖人さん

You tried
very well

today.

 300

定員

 200

 100

     0
応募者

約2倍
の倍率

応募倍率
298

150

( 人 )

高まる英語教育への需要
　イングリッシュキャンプの応募倍率から、生徒
や保護者の関心の高さが分かります。また、参加
者からは高い満足度が得られています。

～みんなで楽しく英語体験～

※参加者対象のアンケートより。

参加者の満足度

とても満足
111人

やや満足
24人

参加者
140人
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遺伝子のキズががんの原因

がんの原因

　ほかにも公園では、ハギやヒガンバナも順次開
花しますので、季節の移ろいを感じながら公園散
策を楽しんでみてはいかがでしょうか。
　また、今年の中秋の名月である9月13日㈮の前
日から、管理棟でススキを無料配布しますので、
ぜひお立ち寄りください。

【問】古河公方公園(古河総合公園)管理棟
	 ℡47-1129

稲穂とススキに季節を感じ…

　9月は収穫の秋。稲などの作物の実りを感じる
季節が到来します。その年の豊作に感謝して、満
月となる十五夜にお供えをするお月見は日本の風
物詩ですね。
　今年も公園の南側、御所沼のほとりにある

「ホッツケ田」では、稲作を中心に活動を行って
いるどろんこクラブが植えた稲穂と御所沼が、公
園に農の風景を演出しています。
　さらに、「ホッツケ田」から西へ向かう園路は、
通称「ススキの小

こ

径
み ち

」といわれ、生い茂るススキ
が来場者を迎えてくれます。秋の七草の1つであ
るススキは、十五夜のお供え物として欠かせませ
んが、元々は実る前の稲穂の代わりに白い尾花を
稲穂に見立てて供えられたそうです。

　がんは細胞の遺伝子にキズがついてできますか
ら、遺伝子をキズつけるものががんの原因です。
最も身近なものがタバコ。タバコは肺がんだけで
なく、すべてのがんの原因です。次は太陽光の中
の紫外線。それにディーゼルエンジンの排気ガ
ス。この中にはPM2.5といわれる微粒子が含ま
れています。
　このように、私たちはがんの原因となるものと
一緒に生活していますから、長生きするほどがん
になる確率が高くなります。日本人が一生のうち
2人に1人ががんになるというのは、日本人が長
命になったからなのです。少しでもがんの原因を
遠ざけるのが、がんにならないための方法です。
だから、タバコをやめるのが一番です。

　また、がんの原因になる病原体があります。ま
ず慢性肝炎を起こす肝炎ウイルス。これにはB型
とC型がありますが、どちらも今は薬で退治する
ことができます。肝炎ウイルスがいるかどうかは
血液検査で分かるので、いたら薬を飲めば大丈夫
です。ウイルスを退治すれば肝炎が治り、肝臓が
んにもならずに済みます。
　次にピロリ菌は胃がんの原因です。ピロリ菌が
慢性胃炎を起こし、そこから胃がんができますの
で、ピロリ菌がいることが分かったら、少しでも
早く抗生物質で退治しましょう。遅れてしまう
と、せっかくピロリ菌を退治しても慢性胃炎が治
りきらずに、そこから胃がんになってしまいます。
　さらにHPVというウイルスが子宮頸

け い

がんを起
こします。この感染を防ぐためには、予防接種が
有効です。

古河福祉の森診療所

うつるがんもある



 広報古河　2019.9 -   14

読書を子どもの身近なものに

朗読サークルすずめの皆さん

　三和図書館(燦
さ ん

SUN館)や三和地区の小学校で
読み聞かせ活動を行っています。長年の子ども
への読み聞かせ活動が評価され４月に文部科学
大臣賞を受賞した朗読サークルすずめ代表の畠
山さんに話を伺いました。

小
さ
な
一
歩
か
ら
初
め
る

　
活
動
を
始
め
て
今
年
で
21
年
目

を
迎
え
る
朗
読
サ
ー
ク
ル
す
ず

め
。
最
初
に
始
め
た
活
動
は
小
学

校
で
の
読
み
聞
か
せ
で
し
た
。

　
ご
自
身
の
お
子
さ
ん
が
通
っ
て

い
た
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
朝

の
読
書
活
動
に
読
み
聞
か
せ
を
取

り
入
れ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

に
読
書
の
楽
し
さ
が
伝
わ
る
よ

う
、
毎
週
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
そ
の
活
動
へ
の
賛
同
者

が
増
え
、
８
人
で
三
和
地
区
の
小

学
校(

全
６
校)

の
ほ
か
に
三
和
図

書
館
で
定
期
的
に
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
ま
す
。

読
書
を
楽
し
い
も
の
に

　
長
年
に
わ
た
る
活
動
は
「
読
書

は
娯
楽
。
本
を
読
む
と
い
う
こ
と

が
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
も
の

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
強
い

思
い
が
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
か
け
て
21
年

も
の
間
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
と
接
し
て
き
た
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
が
感
じ
る
こ
と
は
、
時
代
は

変
わ
っ
て
も
子
ど
も
の
本
へ
の
興

味
や
好
奇
心
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
と
話
し
ま
す
。

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て

　
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
心
掛
け

い
る
の
は
、
読
み
手
が
自
分
の
都

合
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

聞
き
手
で
あ
る
子
ど
も
の
ペ
ー
ス

や
性
格
に
合
わ
せ
て
あ
げ
る
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
。

　
畠
山
さ
ん
が
絵
本
を
読
み
聞
か

せ
し
て
い
る
最
中
に
集
中
力
が
切

れ
て
し
ま
う
子
が
い
て
も
、
注
意

し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

子
が
聞
き
た
い
状
態
に
な
る
の
を

ゆ
っ
く
り
待
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
言
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
先
に

　
長
年
の
読
み
聞
か
せ
活
動
が
評

価
さ
れ
、
平
成
31
年
4
月
に
文
部

科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
し

て
い
た
だ
け
た
の
も
ひ
と
え
に
価

値
感
を
理
解
し
合
え
る
仲
間
や
、

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
私
た
ち
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

が
い
た
か
ら
と
畠
山
さ
ん
は
振
り

返
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
記
憶
に
残
る
よ
う
に
、
読

書
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

※前列中央が代表の畠山さん。



いいこが育つ古河今月の古河っ子

お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メール
のタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・
電話番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課)へ申し込みください♪
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桜井奏
か な

叶
と

 くん

(平成28年11月生まれ・水海)

坂本澪
れ

音
お

 くん

(平成30年5月生まれ・上辺見)

　いつもニコニコやんちゃ坊

主

(父：尚己、母：愛美)

　我が家のアイドル♡にぃに、

ねぇねとたくさん遊んでね！

(父：昌彦、母：美奈)

　私は本を読むことが大好きです。学校図書館もよ
く利用します。図書の先生は「この本はこころさん
におすすめだよ。」と本を通して優しく接してくれ
ました。この出来事がきっかけで、私は本を通して、
人と関わる仕事ってすてきだなと思いました。
　本を読んでいると新しい発見がたくさんありま
す。自分の世界が広がる楽しさをみんなにも届けた
いです。
　私は将来、司書になってたくさんの人の新しい発
見のお手伝いをしようと思っています。

「本で広がる世界」を
届ける司書になりたい

佐藤こころさん  古河第五小学校6年生

　これからもたくさん元気に

遊んで大きくなってね！

(父：優希、母：福世)

金谷咲
し ょ う

羽(右) くん 　

葉
よ

羽
う

(中央) くん 　

(平成27年10月生まれ
 平成29年12月生まれ・西牛谷)

中山晴
は る

陽
ひ

 くん

(平成29年3月生まれ・西牛谷)

　元気と笑顔をくれる晴陽く

ん♡たくさん遊ぼうね。

(父：裕太、母：瑞穂)
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発
掘
調
査
を
す
る
と
見
つ
か
る
も

の
の
中
に
、「
土
器
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
縄
文
土
器
と
か
弥
生
土
器

と
か
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
っ
て
、
皆
さ

ん
の
中
に
は
「
博
物
館
で
見
た
」「
畑

で
拾
っ
た
」
な
ん
て
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ど
う
や
っ
て
作
る
？

　
土
器
は
、
粘
土
を
成
形
し
て
、
焼
く

こ
と
で
作
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
場

所
と
時
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
出
土

し
た
土
器
を
よ
く
分
析
す
る
こ
と
で
、

い
つ
頃
の
ど
ん
な
土
器
か
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
土は

師じ

器
と
須す

恵え

器
と
い

う
土
器
。
時
代
的
に
は
、
ど
ち
ら
も
古

墳
時
代
の
こ
ろ
か
ら
日
本
で
作
ら
れ
た

土
器
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
よ
く
見
て
み

る
と
土
師
器
は
赤
～
褐
色
、
須
恵
器
は

青
み
が
か
っ
た
灰
色
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
土
器
を
焼
く
方
法
に
関
係
し

て
い
ま
す
。

　
土
師
器
は
、
野
焼
き
と
い
う
方
法
で

作
ら
れ
ま
す
。
形
作
っ
た
土
器
を
乾
燥

さ
せ
、
平
坦
な
地
面
に
お
い
て
、
木
材

な
ど
で
焼
成
し
ま
す
。
縄
文
土
器
や
弥

生
土
器
も
こ
の
よ
う
な
野
焼
き
の
方
法

で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
須
恵
器
は
、
傾
斜
地
に
掘
っ

た
横
穴
に
、
成
形
し
た
土
器
を
並
べ

て
、
木
材
な
ど
と
と
も
に
焼
き
あ
げ
ま

す
。
窖あ

な

窯が
ま

と
呼
ば
れ
る
こ
の
構
造
は
、

野
焼
き
に
比
べ
て
熱
が
逃
げ
な
い
分
、

高
い
温
度
で
焼
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
窯
の
中
の
酸
素
量
を
調
整
す
る
な

ど
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

日
本
に
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
河
で
作
ら
れ
た
須
恵
器

　
現
在
で
は
干
拓
さ
れ
て
田
ん
ぼ
が
広

が
る
飯
沼
。
そ
こ
に
面
し
た
東
側
の
地

域
で
は
、
古
代
に
須
恵
器
が
作
ら
れ
た

痕
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
三さ

ん

和わ

窯か
ま

跡あ
と

群ぐ
ん

と
呼
ば
れ
る
こ
の
周
辺
に
は
、
浜は

ま

ノ
台だ

い

窯か
ま

跡あ
と

・
江え

口ぐ
ち

長な
が

沖お
き

窯か
ま

跡あ
と

と
い
っ
た

須
恵
器
生
産
拠
点
が
あ
り
、
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
浜
ノ
台
窯
跡
で
は
、
斜
面

に
掘
ら
れ
た
窯
の
跡
、
失
敗
し
た
須
恵

器
を
捨
て
た
場
所
が
あ
り
、
江
口
長
沖

窯
跡
で
も
、
や
は
り
須
恵
器
を
焼
い
た

窯
の
跡
が
3
基
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
作
ら
れ
た
場
所
に
よ
っ
て
特
徴
の
異

な
る
土
器
。
三
和
窯
跡
群
で
作
ら
れ
た

須
恵
器
も
、
材
料
と
な
っ
た
土
の
成
分

や
焼
成
の
具
合
を
分
析
す
る
と
そ
の
特

徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
、
各
地
の
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
土
器

を
分
析
す
る
と
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
も

の
か
を
推
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
、
古
河
市
内
の
他
の
遺
跡

や
、
栃
木
県
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
な
ど

か
ら
、
三
和
窯
跡
群
で
作
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
須
恵
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
も
と
は
水
辺
に
近
か
っ
た
三
和
窯

跡
群
。
作
ら
れ
た
須
恵
器
は
、
河
川
交

通
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

物
言
わ
ぬ
モ
ノ
が
語
る
も
の

　
い
に
し
え
の
人
た
ち
が
作
っ
た
「
土

器
」。
見
方
に
よ
っ
て
は
な
ん
で
も
な

い
土
の
塊
と
も
言
え
ま
す
。
実
際
、
そ

の
素
材
は
た
だ
の
土
で
あ
っ
て
、
金
銀

財
宝
や
宝
石
の
よ
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
地
道
な
観
察
・
研
究

を
積
み
重
ね
て
、
時
に
は
想
像
力
を
働

か
せ
て
見
て
み
る
。
す
る
と
、
そ
こ
か

ら
人
々
の
確
か
な
営
み
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
土
の

塊
も
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
は
宝
物

で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
谷
中
渓

た
か
が
土
、
さ
れ
ど
土▲三和窯跡群を西から望む。手前は旧飯沼

▲浜ノ台窯跡出土の須恵器。水平方向に
成形の跡が見える
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提供：幸田栄子氏

【一般書/食文化】
おにぎりの文化史

横浜市歴史博物館　監修
　「おにぎり」はいつから握
られたの？　具入りのおにぎ
りは中世に出現？　文献や絵
図、考古資料などさまざまな
アプローチによって、古代か
ら現代にいたる日本人とコメ
の密接な歴史に迫る。

出版社…河出書房新社

【児童書/読み物】
こわいオオカミのはなしをし
よう
ウィリアム・マクリーリー　作
　マイケルはパパのお話が大
好き。新しい主人公はメンド
リのレインボーと、こわーい
オオカミのウォルドー。ウォ
ルドーはある夜、にわとり小
屋からレインボーをぬすんで
食べようとしますが…。親子
のやりとりも楽しいお話。

出版社…岩波書店

【絵本】
ピタンくん

やまぐちようすけ　作・絵
　耳を怪

け

我
が

して、泣いている
ウサギ。脚を怪我して、泣い
ているウマ。お腹が痛くて、
泣いているトラ…。たいへん
だ！　ばんそうこうの「ピタ
ンくん」たちがピタッ！　か
わいくて楽しい絵本。

出版社…ヤングトゥリー

【一般書/小説】
心音

乾
いぬい

ルカ　著
　先天性の心疾患が悪化し、
両親の懸命の募金活動の末、
アメリカで心臓移植手術を受
けた少女・明音。手術は成功
して一命を取り留め、誰もが
明音の生を祝福しているかの
ようだったが…。『小説宝
石』連載を単行本化。

出版社…光文社

三和図書館

昭和30年ころの、国道125号(小堤交差点付近)の様子です。砂利
道で田畑や山林が続く風景は、現在の様子からは想像もつきませ
ん。かわいいワンピースを着た女の子はどこに行くのかな。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。
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古河で育ったブランド肉を召し上がれ
第2回
KOGA肉祭り

▲常陸牛のステーキを求め、多くの人が行列を作りました

　7月20日、古河駅西口イベント広場でKOGA
肉祭りが開催されました。
　会場には市内飲食店による屋台が並び、市内で
肥育された常陸牛やローズポーク、常陸の輝きな
どを販売。屋台の前には、普段は市内に流通しな
い肉を求める多くの人が並び、食べた人からは

「柔らかくておいしい」などの声が聞かれました。

　7月13日～9月1日、古河歴史博物館で特別展
「鎖国時代　海を渡った日本図」を開催しました。
この特別展は、同館所蔵の絵地図や江戸時代に
ヨーロッパで刊行された日本図や海図などの展示
品から、当時の日本への関心の高さを知ることが
できました。来場者はさまざまな地図を見て、当
時の西洋人の好奇心に関心を寄せていました。

古地図から見える昔の日本
鎖国時代
海を渡った日本図

▲国際地図学会のテクニカルツアーに参加した人たち

▲子どもから大人まで多くの人が参加し、花火玉のガラ等をたくさん収集
しました

掃除してきれいな会場に
古河花火大会後の
河川敷清掃
　8月4日、花火大会打ち上げ会場の古
河ゴルフリンクスで河川敷清掃が行われ
ました。
　早朝にもかかわらず行政自治会や各種
団体・企業・学校など総勢2,698人のボ
ランティアが参加し、1.53トンのごみ
を回収することができました。
　古河花火大会は、市民の皆さんのご協
力により毎年盛大に開催できています。
ありがとうございました。
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▲古河城に見立てた櫓を囲んで多くの人が踊りました

地域の悪疫退散を祈願
悪戸新田獅子舞

▲市役所古河庁舎で披露された獅子舞

▲たくさん打ち水したから涼しくなったかな

乾いた園庭に潤いを
打ち水大作戦2019

夏の風物詩
古河盆踊り大会

　8月14日・15日、古河第四小学校で
第63回古河盆踊り大会を開催しました。
　古河城を彷彿とさせる大きな櫓

やぐら

を設置
し、おはやし団体による「古河甚

じ ん

句
く

」と
「枕

まくら

河
が

盆踊り唄」の 生演奏に合わせて踊
る様子は、他の盆踊り大会とは一味違う
古河市ならではの演出です。
　来場者は唄を口ずさんだり踊りの輪に
加わったりして、思い思いに盆踊りを楽
しみました。

　7月31日、古河第三保育所で打ち水大作戦
2019を行いました。この活動は、手軽に取り組
める地球温暖化対策の一つであり、園児が楽しみ
ながら環境について学ぶことを目的としています。
　参加した年長児の16人は、地球温暖化防止に
関連する紙芝居を見た後、柄

ひ

杓
しゃく

を使って園庭に打
ち水を行いました。

　7月28日、市指定無形民俗文化財の悪戸新田獅
子舞が雀神社を出発し、古河地区を練り歩きまし
た。古河公方足利成

し げ

氏
う じ

の命により悪疫の平癒と退
散を祈願して舞ったのが起源とされ、現在も昔と
変わらない伝統行事が受け継がれています。
　舞が終わると、見物客から大きな拍手が送られ
ました。



　

子育て
情報

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)

＊茨城県救急医療情報システム
ホームページ内にある「小児輪番検索」から、
休日や夜間に子どもの急病時の対応をしている医療機関を探すことができます。

小児救急医療輪番表

＊診療時間
月曜日～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日　：9時～16時
＊対象年齢　
15歳未満
※小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急
医療を行っています。事前に電話でご相談ください。実
施時間外の受診については、筑波メディカルセンター病
院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。

◆茨城子ども救急電話相談　
受付時間　24時間365日
電話番号　℡03-5367-2367
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(

予
告)

令
和
2
年
度
保
育

所
等
の
入
所
受
け
付
け

　
令
和
2
年
度
の
2
・
3
号
認

定
子
ど
も(

保
育
所
等
で
の
保

育
を
希
望
す
る
子
ど
も)

の
入

所
受
付
開
始
日
や
手
続
き
な
ど

詳
細
は
、「
広
報
古
河
10
月
号

お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

問　

子
ど
も
福
祉
課

令
和
2
年
度
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
の
入
園
受
け

付
け

　
令
和
2
年
度
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
の
1
号
認
定
子
ど
も

(

満
3
歳
以
上
で
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
で
の
教
育
を
希

望
す
る
子
ど
も)

の
入
園
願
書

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
10
月
1
日
㈫

※
受
付
方
法
等
は
、
市
内
5
幼

稚
園
・
14
認
定
こ
ど
も
園
へ
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
乳
幼
児
の
た
め
の

古
河
市
教
育
・
保
育
施
設
等
ガ

イ
ド
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

子
ど
も
福
祉
課

就
学
時
の
健
康
診
断

　
令
和
2
年
度
就
学
予
定
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
対

象
児
童
に
は
通
知
し
ま
す
の

で
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
受
診
で
き
な
い

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
間　
9
月
～
11
月

場
所　
市
内
小
学
校

対
象　
平
成
25
年
4
月
2
日
～

平
成
26
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

人問　

教
育
総
務
課

電
子
母
子
手
帳
機
能
が
充

実
し
て
い
る
古
河
市
ア
プ

リ
を
ご
存
じ
で
す
か

　
市
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア

プ
リ
「
コ
ガ
ノ
イ
ロ
」
は
、
電

子
母
子
手
帳
機
能
が
充
実
し
て

い
ま
す
。

　
子
育
て
日
記
帳
で
は
、
子
ど

も
の
病
歴
や
「
は
い
は
い
が
で

き
た
」「
単
語
が
言
え
た
」
な

ど
の
成
長
の
過
程
を
登
録
し
、

一
覧
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
容
　
予
防
接
種
カ
レ
ン

ダ
ー
、
子
育
て
日
記
帳
、
ご
み

出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど

※
予
防
接
種
・
健
診
日
や
ご
み

の
収
集
日
は
、
前
日
に
プ
ッ

シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課

日 月 火 水 木 金 土
9/1 2 3 4 5 6 7
友 西 西 西 西 赤 西
8 9 10 11 12 13 14
西 西 古 西 西 赤 西
15 16 17 18 19 20 21
古 西 西 西 西 赤 西
22 23 24 25 26 27 28
赤 西 古 西 西 赤 西
29 30 10/1 2 3 4 5
西 西 西 西 西 赤 西
6 7 8 9 10 11 12
友 西 古 西 西 赤 西

市アプリ

Android 用

iOS 用
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子育て広場臨時休館
■駅前子育て広場
期日　9/22㈰
※自動交付機の利用可。コガッツ
の貸し出し可。
問　駅前子育て広場℡23-4120
■ネーブル子育て広場
期日　9/24㈫
問　ネーブル子育て広場
　　℡92-9033

9～11カ月健診(無料)を
受けましょう
　乳児一般健康診査受診票(水
色)を使用して医療機関で受けら
れます。
問　 健康づくり課℡48-6881

健康づくり事業� 問　健康づくり課(古河福祉の森会館)℡48-6881

教室 内容 場所 期日 時間 申込期間
離乳食教室
(予約制)
定員20組［多数抽選］

離乳食の進め方や作り方についてのお話
※試食(初期のもの)有り。 健康の駅

9/27㈮ 10時～
11時30分

9/5㈭～9/13㈮

10/29㈫ 10/9㈬～10/17㈭

相談 内容 場所 期日 時間

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、
乳幼児の心理や発達に関する個別相談

健康の駅 9/17㈫
9時20分～15時30分古河福祉の森会館 9/30㈪

健康の駅 10/15㈫

乳幼児健康相談 育児相談、身体計測
(母子健康手帳持参)

古河福祉の森会館 9/4㈬ 乳児(1歳未満)
9時30分～10時30分
幼児(1歳以上)
10時～10時30分健康の駅 9/9㈪

おはなし会・読み聞かせ
期日 時間 場所 実施団体

9/7㈯

13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ

14時～15時 古河図書館 おはなしの会ぐりとぐら

14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ

9/8㈰ 15時～16時 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

9/14㈯ 14時～14時40分 古河図書館 あけぼの会

9/15㈰ 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 さくらんぼ

9/21㈯
14時～14時40分 三和図書館 おはなしの会赤とんぼ

14時～14時40分 古河図書館 千里草の会

9/28㈯
13時30分～14時30分 ユーセンター総和 おはなしの会赤とんぼ

14時～15時 古河図書館 みどりの会

10/5㈯

13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ

14時～15時 古河図書館 おはなしの会ぐりとぐら

14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ

14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ

　問　古河図書館℡32-5299　三和図書館℡75-1511
　　　中央公民館℡92-4501　ユーセンター総和℡31-3211
　　　中田公民館℡48-1852

乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

3～4カ月児健診

H31年4月30日～R元年5月25日生まれ 健康の駅 9/3㈫

13時～13時45分

R元年5月6日～6月7日生まれ 三和地域福祉センター 9/10㈫
R元年5月12日～6月10日生まれ 古河福祉の森会館 9/18㈬
R元年5月26日～6月27日生まれ 健康の駅 10/8㈫

1歳6カ月児健診

H30年1月15日～2月28日生まれ 三和地域福祉センター 9/6㈮
H30年1月20日～2月17日生まれ 古河福祉の森会館 9/11㈬
H30年1月30日～3月8日生まれ 健康の駅 9/19㈭
H30年2月18日～3月30日生まれ 古河福祉の森会館 10/9㈬

3歳児健診
H28年7月26日～9月3日生まれ 健康の駅 9/25㈬
H28年8月1日～9月6日生まれ 古河福祉の森会館 9/26㈭
H28年9月4日～9月27日生まれ 健康の駅 10/10㈭
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「市長と語ろう　まちづくり」の参加者を募集します
　まちづくりについて、市長と意見交換をしません
か？　古河市が抱える課題について、市民の皆さん
と率直な意見交換を行い、市民参加によるまちづく
りを進めていきます。
　皆さんの参加をお待ちしています。
時間　19時～20時30分
テーマ　先導的プロジェクト
　　　　①(仮称)南古河駅の設置
　　　　②筑西幹線道路の整備
　　　　③高等教育機関の誘致
　　　　④各交流拠点の整備
申込　各開催日の申込期限までに住所・氏名・電話
番号・参加希望日を記入の上、申し込み
問　 企画課(〒306-0291下大野2248)

92-3088 kikaku@city.ibaraki-koga.lg.jp

開催日 場所 申込期限
9月30日㈪ コスモスプラザ(庁舎3階) 9月24日㈫

10月3日㈭ スペースＵ古河 9月27日㈮

10月9日㈬ 中央公民館 10月3日㈭

10月1日から幼児教育・保育の無償化が始まります
　「3歳～就学前の子どもたち」および「0歳～2歳の住民税非課税世帯の子どもたち」の幼稚園、保育所、認
定こども園、認可外保育施設等の利用料が無償化されます。また、幼稚園・認定こども園(教育部分)の預かり
保育についても、無償化の対象となる場合があります。制度の詳細は、市ホームページをご覧ください。
問　 子ども福祉課

3歳～就学前
保育所、認定こども園(保育部分) 無償
認可外保育施設、一時預かり事業、病児保育事業、
相互支援サービス 月3.7万円まで無償

０～２歳
(住民税非課税世帯)

保育所、認定こども園(保育部分) 無償
認可外保育施設、一時預かり事業、病児保育事業、
相互支援サービス 月4.2万円まで無償

※企業主導型保育も対象となりますので、詳細は施設に問い合わせください。

満3歳～就学前 幼稚園、認定こども園(教育部分) 無償

10月1日から児童発達支援等の無償化が始まります
　3歳～就学前までの子どもたちの児童発達支援等の利用者負担が無償化されます。対象の人には、9月中に
個別通知を発送します。制度の詳細は、市ホームページをご覧ください。
問　 障がい福祉課℡92-4919
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ハロウィン仮装コンテスト
参加者募集

期日　10月12日㈯
場所　中央運動公園
定員　30組(先着)
内容　10月12日㈯・13日㈰に開催する古河関東
ド・マンナカ祭りの「ハロウィン仮装コンテスト」
に参加しませんか。
　応募の詳細や申込書は、市ホームページをご覧く
ださい
申込　9月9日㈪～27日㈮に申込書を提出
問　古河関東ド・マンナカ祭り実行委員会事務局
　　( 商工政策課内)℡22-5111

地域づくり講演会

日時　10月5日㈯
　　　13時30分
場所　中央公民館
定員　200人
内容　『下町ロケット』
の取材に協力したNIP
PA米代表の田中潔氏。
　「NIPPA米における
地域ブランディング」をテーマにした、農業を魅力
的かつ稼げる仕事にしたいと日々チャレンジを続け
ながら、地域活動にも参加している田中氏による魅
力あふれる講話です
講師　田中潔氏(NIPPA米代表)
問　 農政課

浅野恭司フェス

日時　9月22日㈰
　　　10時
場所　はなももプラザ
内容　古河大使のアニ
メーター浅野恭司氏に
よるサイン会・トーク
ショー・ライブドロー
イングの豪華3本立て
イベントのほか、グッズ販売も行います。来場者多
数の場合は、抽選となります。
　イベント時間等の詳細は、市ホームページまた
は、特設ツイッターをご覧ください
問　 生涯学習課 浅野恭司フェス

古河市公式Twitter
アカウント→

古河市民芸術鑑賞の集い
川井郁子100年の音楽コンサート

日時　12月8日㈰
　　　 14時
場所　コスモスプラザ
　　　(ホール棟)
対象　市内在住・在勤・
在学で小学生以上の人
定員　約380席
費用　1席2,000円
(1人3枚まで。全席指定)
内容　バイオリニスト川井郁子氏によるクラシック
や民謡・映画音楽等のコンサート
チケット販売　先行販売：9月10日㈫コスモスプラ
ザ(庁舎3階)、９月11日㈬中央公民館、9月12日以
降は 生涯学習課で10時～15時に販売
※一般販売については問い合わせください。
問　古河市民芸術鑑賞の集い実行委員会事務局
　　( 生涯学習課内)℡22-5111



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

各庁舎の住所は30ページをご覧ください
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市
役
所
か
ら

各
施
設
の
臨
時
休
館

■
古
河
東
公
民
館

期
日　
9
月
15
日
㈰

問　
古
河
東
公
民
館
℡
３
２
‐
５
５
３
３

■
古
河
福
祉
の
森
会
館

期
日
　
9
月
７
日
㈯
・
21
日
㈯
・
22
日
㈰

問　

健
康
づ
く
り
課

■
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館
・
古
河
街
角
美
術
館

期
日
　
9
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
た

め
休
日
開
庁
し
ま
す

　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
場
所
以
外

で
交
付
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
13
日
㈰
８
時
30
分
～
12
時

場
所　

市
民
総
合
窓
口
課

問　

市
民
総
合
窓
口
課

循
環
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
号
」

無
料
の
日

　
ぐ
る
り
ん
号
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
無
料
運
行

を
実
施
し
ま
す
。

期
日　
10
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
、
11
月

2
日
㈯
・
3
日
㈰

対
象　
全
コ
ー
ス
・
全
便

問　

総
務
課

は
か
り(

計
量
器)

の
定
期
検
査
に

向
け
た
事
前
調
査

　
商
店
、
工
場
、
事
務
所
等
で
業
務
に

使
用
し
て
い
る
は
か
り(

計
量
器)

は
、

計
量
法
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
定
期
検

査
が
必
要
で
す
。
前
回
の
定
期
検
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
や
、
廃
業
等
で
は

か
り
の
使
用
を
や
め
た
場
合
は
9
月
24

日
㈫
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
期

検
査
は
11
月
上
旬
に
実
施
し
ま
す
。

問　

商
工
政
策
課

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
自
殺
は
、
社
会
の
努
力
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
と
し
て
世
界

的
に
共
通
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
囲

の
人
が
気
付
い
て
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

茨
城
い
の
ち
の
電
話
　

つ
く
ば
℡
０
２
９
‐
８
５
５
‐
１
０
０
０

水
戸
℡
０
２
９
‐
３
５
０
‐
１
０
０
０

(

24
時
間
３
６
５
日
対
応)

問　

福
祉
総
務
課

℡
９
2
‐
５
７
７
１

茨
城
県
お
か
え
り
マ
ー
ク
を

配
布
し
ま
す

　
茨
城
県
お
か
え
り
マ
ー
ク
を
身
に
付

け
て
お
く
こ
と
で
、
徘は

い

徊か
い

時
に
警
察
な

ど
に
保
護
さ
れ
た
場
合
に
役
立
ち
ま
す
。

対
象　
認
知
症
等
に
よ
り
過
去
に
徘
徊

行
動
や
未
帰
宅
が
あ
っ
た
高
齢
者

申
込　
申
請
書
を
記
入
の
上
、
対
象
者

の
写
真
を
貼
付
し
て
提
出

問　

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
総

和
℡
９
２
‐
５
９
２
０

が
ん
検
診
の
ご
案
内

　
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
過
去
2
年
間
に
受

診
し
た
人
に
は
、
9
月
中
旬
に
通
知
を

発
送
し
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診(

古
河)

期
日　
10
月
2
日
㈬
～
6
日
㈰
・
15
日

㈫
～
18
日
㈮
・
30
日
㈬
、
11
月
1
日

㈮
・
5
日
㈫
～
7
日
㈭
・
22
日
㈮
・
24

日
㈰
・
26
日
㈫
～
28
日
㈭

時
間　
7
時
～
10
時
30
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　
市
内
在
住
の
30
歳
以
上(

検
診

項
目
は
年
齢
と
健
康
保
険
の
種
類
に
よ

り
異
な
り
ま
す)

検
診
項
目　
特
定
健
康
診
査
、
健
康
診

査
、
が
ん
検
診(

胃
・
肺
・
大
腸
・
前

立
腺)

、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
風
し

ん
抗
体
検
査

■
子
宮
頸け

い

が
ん
集
団
検
診(

三
和)

期
日　
10
月
1
日
㈫
～
4
日
㈮
・
7
日

㈪
～
9
日
㈬
・
23
日
㈬
～
25
日
㈮

受
付
時
間　
12
時
30
分
～
13
時

場
所　
三
和
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

費
用　
千
円(

70
歳
以
上
・
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
は
無
料)

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

指
定
難
病
患
者
医
療
福
祉
助
成
金

　

上
半
期(

平
成
31
年
３
月
～
令
和
元

年
8
月)

分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

申
請
場
所　

障
が
い
福
祉
課
、

市

民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口

室



施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)

25   -  広報古河　2019.9

認
定
す
る
も
の
で
す
。
補
助
事
業
や
低

利
融
資
制
度
等
を
活
用
し
た
い
農
業
者

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
10
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭

※
結
果
は
12
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問　

農
政
課

農
地
の
貸
し
借
り
は

利
用
権
設
定
が
必
要
で
す

提
出
書
類　
当
事
者
間
で
作
成
し
た
利

用
権
設
定
計
画
書
等(

今
回
の
始
期
は
、

12
月
1
日
で
す)

申
込
期
間　
9
月
17
日
㈫
～
10
月
18
日

㈮問　

農
業
委
員
会
事
務
局

古
河
駅
前
の
灰
皿
を
撤
去
し
ま
す

　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
9
月
30
日
㈪
に
古
河
駅

東
口
・
西
口
に
設
置
し
て
い
る
灰
皿
を

撤
去
し
ま
す
。

問　

環
境
課

対
象　
市
内
在
住
で
、
保
健
所
で
指
定

難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
あ
る
人

(
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
は
対
象
外)

支
給
額　
指
定
難
病
特
定
医
療
費
の
自

己
負
担
額
相
当

持
参
物　
①
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受

給
者
証(

写
し
可
・
有
効
期
間
が
申
請

月
分
の
も
の)

②
医
療
機
関
・
薬
局
の

発
行
す
る
領
収
書
［
公
費
分(
指
定
難

病
分)

の
金
額
が
分
か
る
も
の
］
③
自

己
負
担
上
限
額
管
理
票
④
認
め
印
⑤
金

融
機
関
の
通
帳(

新
規
・
変
更
の
み)

問　

障
が
い
福
祉
課

℡
９
２
‐
４
９
１
９

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

(

農
振
除
外)

申
し
出
受
け
付
け

　
農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
、
農
地
以

外
の
土
地
利
用
を
計
画
し
て
い
る
人

は
、
農
地
転
用
許
可
以
前
に
申
出
書
を

提
出
し
、
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

受
付
期
間　
10
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭

問　

農
政
課

認
定
農
業
者
の
申
請
受
け
付
け

　
認
定
農
業
者
制
度
は
、
農
業
経
営
改

善
計
画
を
市
が
基
本
構
想
に
照
ら
し
て

　乳がん集団検診

対象　市内在住の30歳以上の女性
申込期間　9月2日㈪～25日㈬
申込方法
・窓口申請　各窓口に置いてある申込用紙に記入の
上、専用ポストに投

と う

函
か ん

(平日のみ)
・電子申請　市ホームページまたはQRコードから
申し込み
※託児を希望する人は併せて申し込み(無料)。
※電話での申し込みはできません。
申込用紙および専用ポスト設置場所
健康づくり課、 国保年金課、 市民総合窓口課、
市民総合窓口室、 福祉総務課

問　 健康づくり課℡48-6882

検診が受けられない人　①しこり等自覚症状のある
人②乳房にシリコンを入れている人③ペースメー
カーやカテーテル、V-Pシャントを入れている人④
妊娠中、授乳中の人⑤今年4月以降に乳がん検診を
受診した人
注意事項
・先着順ではありません(多数抽選)
・11月18日㈪、12月11日㈬、令和2年1月8日㈬は
託児サービス利用希望者が優先です
・検診日程等の通知は、11月上旬に発送します
・本人以外が申し込む場合は、申込用紙に住所・氏
名・生年月日・電話番号等の記入が必要です
・予約のない人は受診できません

実施地区・場所 期日

古河地区
古河福祉の森会館

11月13日㈬・18日㈪・21日㈭、
12月2日㈪・5日㈭・6日㈮
※11月18日は託児有り(要予約)。

総和地区
健康の駅

12月4日㈬・11日㈬・16日㈪
19日㈭・20日㈮
※12月11日は託児有り(要予約)。

三和地区
三和地域福祉センター

令和2年1月8日㈬・9日㈭・11
日㈯
※1月8日は託児有り(要予約)。

※70歳以上の人、生活保護を受けている人は無料。

対象年齢
(R2.3.31現在) 検診内容 検診料

30～39歳 超音波検査(エコー)
1,000円

40～49歳
奇数年齢 超音波検査(エコー)

偶数年齢 マンモグラフィー２方向 1,500円

50歳以上
奇数年齢 超音波検査(エコー)

1,000円
偶数年齢 マンモグラフィー１方向
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野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
ご
み
の
屋
外
焼
却(

野
焼
き)

は
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
、
簡
易
焼
却
炉
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
焼
き
等
一
部
例
外

と
な
る
焼
却
で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
、
苦
情
が
あ
る
場
合
に

は
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問　

環
境
課

市
内
の
空
中
放
射
線
量
測
定
結
果

測定場所
(地上1ｍで測定) 8/1㈭

三和庁舎 0.048

総和庁舎 0.032

古河庁舎 0.066

※数値はマイクロシーベ
ルト毎時です。日本人が
自然界から受ける放射線
量の平均は0.169マイク
ロシーベルト毎時です。

問　

環
境
課

  

イ
ベ
ン
ト

在
宅
ケ
ア
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９

■
あ
な
た
を
支
え
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

日
時　
10
月
5
日
㈯
14
時
～
16
時
30
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

定
員　
３
０
０
人

内
容　
在
宅
療
養
を
支
え
る
専
門
職
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問　

古
河
福
祉
の
森
診
療
所

℡
４
８
‐
６
５
２
１

児
童
発
達
支
援
講
演
会

■
脳
の
働
き
と
発
達
を
ふ
ま
え
た
子
育

て
支
援

日
時　
10
月
19
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　
子
ど
も
の
発
達
や
支
援
に
関
心

が
あ
る
人
や
、
関
わ
り
が
あ
る
人
な
ど

定
員　
１
５
０
人

内
容　
気
が
散
り
や
す
い
・
落
ち
着
き

が
な
い
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
の
行
動
の

背
景
に
あ
る
認
知
の
特
性
な
ど

講
師　
今
井
正
司
氏(
名
古
屋
学
芸
大

学
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
准
教
授)

申
込　
９
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
電
子
申

請
ま
た
は

健
康
づ
く
り
課
に
あ
る
申

込
書
を
提
出

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

問　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
る
ん

ぱ
℡
４
８
‐
７
０
４
０

４
８
‐
６
８
７
６

古
河
市
中
学
生
の
主
張
大
会

　
市
内
各
中
学
校
の
代
表
者
10
人
が
、

日
常
生
活
や
社
会
の
動
向
、
将
来
の
古

河
市
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

日
時　
10
月
3
日
㈭
13
時
～
15
時
30
分

場
所　
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和

定
員　
２
０
０
人

問　

指
導
課

河
野
隆
遺
作
展

　
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館
の
開
設
・
運
営
に
尽
力

し
た
篆
刻
家
河か

わ

野の

隆た
か
し

氏
の
遺
作
展
。

期
間　
９
月
28
日
㈯
～
11
月
18
日
㈪

時
間　
9
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30

分
ま
で)

休
館
日　
10
月
25
日
㈮

場
所　
篆
刻
美
術
館

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50

円問　
篆
刻
美
術
館
℡
２
２
‐
５
６
１
１

木
印
・
石
印
講
座(

後
期)

日
時　
10
月
～
令
和
2
年
3
月(

第
3

土
曜
日)
13
時
～
16
時

場
所　
篆
刻
美
術
館
美
術
学
習
室

対
象　
木
石
印
制
作
に
興
味
の
あ
る
人

定
員　
15
人(
多
数
抽
選)

費
用　
1
万
２
千
円(

別
途
道
具
・
材

料
費
あ
り)

講
師　
柳や

な
ぎ

濤と
う

雪せ
つ

氏

申
込
・
問　
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み

篆
刻
美
術
館(

〒
３
０
６
‐
０
０
３
３
中

央
町
２
‐
４
‐
18)

℡
２
１
‐
１
１
４
１

三
和
資
料
館
ス
ポ
ッ
ト
展
示
③

■
熊く

ま

沢ざ
わ

蕃ば
ん

山ざ
ん

生
誕
４
０
０
年

「
蕃
山
の
書
」
③

　
蕃
山
が
揮き

毫ご
う

し
た
書
の
展
示
や
、
回

忌
記
念
に
出
版
さ
れ
た
冊
子
や
研
究
書

を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
10
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

10
時
～
18
時

問　
三
和
資
料
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

古
河
文
学
館
テ
ー
マ
展

■
永
井
路
子
の
描
く
平
安
期

期
間　
9
月
28
日
㈯
～
令
和
２
年
1
月

23
日
㈭

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50

円問　
古
河
文
学
館
℡
２
１
‐
１
１
２
９



施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)
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内
容　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
、
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
な
ど

申
込
期
限　
9
月
25
日
㈬

問　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
総
和

℡
９
２
‐
５
９
２
０

介
護
支
援
講
座

■
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
と
そ
の
支
援

日
時　
9
月
13
日
㈮
14
時
～
16
時

場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
わ
た
ら

せ(

大
山
５
０
７
‐
５)

対
象　
高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
人
や
関
心
の
あ
る
人
な
ど

定
員　
20
人

内
容　
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
の
状
況

や
原
因
、
対
応
の
仕
方
、
利
用
で
き
る

社
会
資
源
な
ど
の
講
話
。
ケ
ー
ス
紹
介

等
や
交
流
会
も
あ
り
ま
す

申
込
・
問　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
わ
た
ら
せ
」
℡
４
７
‐
０
１
６
１

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
教
室

日
時　
10
月
6
日
㈰
～
12
月
15
日
㈰　

10
時
～
12
時(

全
６
回)

場
所　
三
和
ふ
る
さ
と
の
森

対
象　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
等

定
数　
40
頭
程
度(

先
着)

費
用　
３
千
円(

申
込
時
納
入)

申
込
期
間　
９
月
６
日
㈮
～
25
日
㈬

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
９
月
20
日
㈮
①
11
時
②
14
時

(
約
40
分)

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
30
人
程
度

費
用　
無
料(
展
示
室
の
見
学
は
有
料)

曲
目　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ピ
ア
ノ
三

重
奏
曲
第
7
番
変
ロ
長
調
『
大
公
』」

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
市
文
化
協
会
芸
術
講
座

■
「
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
落
語
の
雑
学
」

一
度
は
上
が
っ
て
み
よ
う
落
語
の
高
座

日
時　
９
月
7
日
㈯
13
時
30
分

場
所　
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

定
員　
１
５
０
人

講
師　
春
秋
亭
ひ
や
水
ほ
か

申
込
・
問　

生
涯
学
習
課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時　
9
月
30
日
㈪
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
認

知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
、
過
去

に
受
講
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
に
興
味
の
あ
る
人

定
員　
50
人

(

受
付
時
間
：
９
時
～
16
時)

問　
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

℡
７
７
‐
３
８
１
３

古
河
公
方
公
園
秋
の
植
物
観
察
会

日
時　
9
月
14
日
㈯
9
時
30
分
～
12
時

定
員　
20
人(

先
着)

費
用　
２
０
０
円(

当
日
納
入)

申
込
期
限　
９
月
13
日
㈮

申
込
・
問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務

所
℡
４
７
‐
１
１
２
９

ふ
れ
あ
い
乗
馬
会

日
時　
10
月
27
日
㈰
10
時

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ポ
ニ
ー
牧
場

対
象　
5
歳
以
上
で
障
が
い
の
あ
る
人

条
件　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
装
着
出
来
る
人

定
員　
34
人(

多
数
抽
選)

費
用　
５
０
０
円

申
込
期
間　
9
月
17
日
㈫
～
10
月
11
日

㈮申
込
・
問　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ポ
ニ
ー

牧
場
℡
９
１
‐
１
３
５
１

シ
ニ
ア
運
動
教
室(

Ｂ
コ
ー
ス)

～
貯ち

ょ

筋き
ん

あ
っ
ぷ
運
動
～

　
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
肉
を
鍛
え
る

運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
間　
10
月
11
日
㈮
～
令
和
２
年
３
月

13
日
㈮(

月
２
回
程
度
・
全
11
回)

時
間　
10
時
～
12
時

場
所　
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
転

倒
に
不
安
が
あ
る
人
等

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

申
込
期
限　
９
月
13
日
㈮

※
申
込
時
、身
体
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

申
込
・
問　

高
齢
福
祉
課

℡
９
２
‐
５
８
３
８

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

3
級
養
成
講
習
会(

市
開
催)

期
日
・
場
所

○
10
月
10
日
㈭
：
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ

ザ(

送
迎
あ
り)

○
10
月
15
日
㈫
・
21
日
㈪
・
28
日
㈪
・

31
日
㈭
、
11
月
6
日
㈬
：
健
康
の
駅

時
間　
10
時
～
15
時
45
分(

10
日
は
9

時
30
分
～
、
15
日
は
9
時
45
分
～)

対
象　
次
の
①
～
③
全
て
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る

人
②
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
50
歳

以
上
③
講
習
会
後
、
地
域
で
体
操
普
及

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

定
員　
30
人(

多
数
抽
選)

申
込
期
限　
9
月
19
日
㈭

申
込
・
問　

高
齢
福
祉
課

℡
９
２
‐
５
８
３
８
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古
河
ふ
れ
あ
い
広
場
２
０
１
９

日
時　
9
月
21
日
㈯

９
時
30
分
～
15
時
30
分(

雨
天
翌
日)

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク　

内
容　

福
祉
体
験
・
健
康
相
談
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
な
ど

問　

(

福)

古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
４
８
‐
０
８
０
８

  

ス
ポ
ー
ツ

総
和
地
区
市
民
運
動
会

グ
ル
ー
プ
対
抗
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

日
時　
11
月
3
日
㈰
13
時
10
分

場
所　
中
央
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象　
総
和
地
区
に
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上(

１
チ
ー
ム
4
人)

種
目
概
要　

１
０
０
m
×
4
人
の

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

申
込
期
限　
10
月
11
日
㈮

申
込
・
問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

古

河
は
な
も
も
体
育
館)

℡
９
２
‐

０
５
５
５

９
２
‐
８
３
８
３

美
容
と
健
康
シ
ニ
ア
体
操
教
室

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
笑
顔
で
元

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

期
間　
10
月
3
日
～
12
月
12
日
［
10
月

24
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日(

全
10
回)

］

時
間　
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
中
央
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

対
象　
60
歳
以
上　
定
員　
30
人(

先
着)

費
用　
３
千
円　

申
込　
9
月
10
日
㈫
～
29
日
㈰
に
本
人

が
直
接
申
し
込
み(

受
付
時
間
：
9
時

～
20
時
、
29
日
㈰
は
17
時
ま
で)

※
9
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
は
休
館
。

問　
中
央
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

℡
９
２
‐
９
０
０
０

元
気
ウ
ォ
ー
ク(

古
河
地
区)

日
時　
10
月
６
日
㈰
８
時
～
12
時

集
合
場
所　
市
役
所
古
河
庁
舎

費
用　
市
内
在
住
の
人
：
２
０
０
円
、

そ
の
他
の
人
：
３
０
０
円(
当
日
納
入)

申
込
・
問　
当
日
会
場
で
申
し
込
み

古
河
市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

本
部(

担
当
：
一
色)

℡
０
９
０
‐
３
０
６
３
‐
７
６
０
１

初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室(

後
期)

期
間　
月
曜
コ
ー
ス
：
10
月
７
日
～
令

和
2
年
３
月
23
日
、
水
曜
コ
ー
ス
：
10

月
２
日
～
令
和
2
年
３
月
25
日

時
間　
13
時
～
15
時

場
所　
古
河
体
育
館

定
員　
各
30
人(

多
数
抽
選)

費
用　
５
千
円(

初
回
納
入)

申
込　
９
月
２
日
㈪
～
25
日
㈬
に
古
河

体
育
館
へ
申
し
込
み

問　
古
河
市
太
極
拳
協
会(

月
曜
コ
ー

ス
：
河
西
℡
３
１
‐
８
１
３
２)

(

水
曜
コ
ー
ス
：
望
月
℡
０
９
０
‐

２
４
５
９
‐
９
８
０
３)

  

募
集

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

た
す
き
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー

　
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
月
間
に
合
わ

せ
、
市
か
ら
茨
城
県
庁
ま
で
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
1
日
㈮

8
時
30
分
～
9
時
30
分

コ
ー
ス　
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
～
江
川
南

小
学
校(

結
城
市)

［
約
4
㎞
］

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
15
人

申
込
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

申
込
・
問　

子
ど
も
福
祉
課

古
河
文
学
館
非
常
勤
職
員

募
集
人
数　
1
人

応
募
資
格　
文
学
に
興
味
が
あ
る
人

勤
務
内
容　
一
般
事
務
、
案
内
、
資
料

整
理
等
、
文
学
館
業
務
全
般
の
補
助

勤
務
場
所　
古
河
文
学
館

雇
用
期
間　
11
月
1
日
～
令
和
2
年
3

月
31
日

勤
務
時
間　
日
曜
日
～
土
曜
日
の
う
ち

週
4
日
程
度(

祝
日
を
含
む)

、
8
時
30

分
～
17
時
15
分

報
酬　
月
額
給
12
万
８
千
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、
有
給
休
暇
あ
り

申
込　
9
月
29
日
㈰
ま
で
に
、
古
河
文

学
館
に
あ
る
応
募
用
紙
に
履
歴
書
を
添

え
て
提
出
。
博
物
館
学
芸
員
の
資
格
が

あ
る
人
は
写
し
も
提
出

問　
古
河
文
学
館
℡
２
１
‐
１
１
２
９

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

募
集
人
数　
2
～
3
人

応
募
資
格　
子
育
て
経
験
が
あ
り
興
味

の
あ
る
人

勤
務
場
所　
古
河
第
四
小
学
校
た
け
の

こ
４
小
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
月
曜
日
～
土
曜
日
の
う
ち



施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)
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勤
務
内
容　
一
般
事
務
、
企
画
業
務
等

一
次
試
験　
9
月
22
日
㈰

申
込
期
間　
8
月
19
日
㈪
～
9
月
13
日

㈮申
込
・
問　
さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組

合(

〒
３
０
６
‐
０
４
０
４
猿
島
郡
境

町
大
字
長
井
戸
１
７
３
４
‐
１)

℡
０
２
８
０
‐
８
７
‐
０
６
０
９

オ
リ
オ
ン
青
空
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
募
集

日
時　
9
月
29
日
㈰
10
時
～
14
時(

雨

天
中
止)

場
所　
オ
リ
オ
ン
商
店
街
内
駐
車
場

定
員　
60
人(

先
着)

費
用　
５
０
０
円

申
込
・
問　
オ
リ
オ
ン
商
店
街
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会(

担
当
：
野

村)

℡
３
２
‐
０
８
８
２

古
河
よ
か
ん
べ
ま
つ
り

絵
手
紙
展
作
品
募
集

期
日　
11
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰

展
示
場
所　
古
河
公
方
公
園
管
理
棟

応
募
規
定　

郵
便
は
が
き(

縦
横
自

由)

。
1
人
2
点
程
度(

テ
ー
マ
は
自
由)

※
作
品
は
、
展
示
後
に
返
却
し
ま
す
。

申
込　
10
月
15
日
㈫
ま
で
に
作
品
に
氏

名
と
返
却
先
を
明
記
し
、
切
手
を
貼
っ

週
３
日
程
度
、
平
日
：
13
時
～
19
時
、

土
曜
日
・
長
期
休
み
：
7
時
30
分
～
19

時※
勤
務
時
間
は
シ
フ
ト
制
で
応
相
談
。

申
込
期
限　
10
月
31
日
㈭

申
込
・
問　
た
け
の
こ
４
小
ク
ラ
ブ

℡
４
８
‐
７
９
６
０(

受
付
時
間
：
13

時
～
18
時)

  

そ
の
他

10
月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
所
得
の
低
い
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し

て
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
者

に
は
順
次
通
知
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

下
館
年
金
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
５

‐
０
８
２
９

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合
職
員

(

一
般
行
政
職)

募
集

募
集
人
数　
数
人

応
募
資
格　
平
成
3
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
申
し
込

み問　
古
河
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
絵
手

紙
展
係(

担
当
：
福
江
・
鈴
木)

(

〒
３
０
６
‐
０
０
４
１
鴻
巣
１
５
５
５)

℡
０
８
０
‐
９
５
８
０
‐
４
８
４
０

「
法
の
日
」
司
法
書
士
法
律
相
談

日
時　
10
月
5
日
㈯
10
時
～
15
時

場
所　
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

内
容　
借
金
、
土
地
・
建
物
、
相
続
、

裁
判
、
会
社
な
ど
の
法
律
問
題

※
予
約
不
要
、
同
日
電
話
相
談
可
。

問　
茨
城
司
法
書
士
会

℡
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

無
料
結
婚
相
談
会

日
時　
10
月
10
日
㈭
10
時
～
16
時

場
所　
中
央
公
民
館

※
予
約
不
要
。

問　
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
℡
０
２
９
６
‐
４
９
‐
９
２
２
２

姉
妹
都
市
情
報(

さ
く
ら
市)

■
第
79
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン
巡
回
展

　
全
日
本
写
真
連
盟
が
開
催
す
る
写
真

サ
ロ
ン
が
さ
く
ら
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

期
間　
９
月
21
日
㈯
～
10
月
６
日
㈰

時
間　
９
時
～
17
時(

入
場
は
16
時
30

9月の納税など
納期限および口座振替日は

9月30日㈪
国民健康保険税	　　　　　　　　第3期
介護保険料	　　　　　　　　　　第3期
後期高齢者医療保険料	　　　　　第3期
保育料	　　　　　　　　　　　　9月分
児童クラブ保護者負担金	  　  8・9月分
公共下水道事業受益者負担金　　 第2期

分
ま
で)　

休
館
日　
月
曜
日

場
所
・
問　
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

℡
０
２
８
‐
６
８
２
‐
７
１
２
３

献
血
に
ご
協
力
を

日
時
・
場
所

○
市
役
所
三
和
庁
舎

9
月
19
日
㈭
10
時
～
12
時
、
13
時
15
分

～
16
時

○
市
役
所
総
和
庁
舎(

中
央
公
民
館
前)

９
月
26
日
㈭
10
時
15
分
～
12
時
、
13
時

15
分
～
14
時

○
健
康
の
駅

10
月
8
日
㈫
10
時
15
分
～
12
時
15
分

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２



住民基本台帳から
総人口	 143,086人(－58)
男	 72,216人(－15)
女	 70,870人(－43)
世帯数
� 61,742世帯(＋23)
� ( 　)内は前月比

人口	 (8月1日現在)
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各種相談のご案内

   

市役所各庁舎案内
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
　　　　  �※木曜日は 市民総合窓口課、 子ども福祉課の

　  一部窓口を19時まで延長開庁。

相談窓口がわからない場合は、 市民総合窓口課相談係℡92-3111(代)へ
区分 期日 時間 場所 予約等 申込・問

市民の法律相談

10/11㈮

13時～16時40分

1階市民相談室 要予約
10/1㈫8時30分～
※法律相談は同じ
案件での再相談は
できません。

市民総合窓口課
℡92-3111

10/15㈫ 1階相談室1-3
10/17㈭ 4階会議室E
10/25㈮ 1階市民相談室

行政相談 10/9㈬ 10時～12時 1階市民相談室 要予約
10/1㈫8時30分～

税務相談 10/8㈫ 13時30分～16時30分 1階市民相談室 要予約
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡23-1160(塚田)

在住外国人
生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 総和庁舎 不要 子ども福祉課℡92-3111

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡92-7209

心の健康相談 9/26㈭ 13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-688310/17㈭
知って得する
健康相談 10/1㈫ 13時30分～14時30分 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-6883
就学相談 月～金 8時30分～17時15分 古河庁舎2階 要予約 指導課℡22-5111

障害者相談 9/19㈭ 13時30分～15時30分 3階会議室Ⅰ 不要 障がい福祉課℡92-491910/12㈯ 10時～12時 2階視聴覚室3
認知症に関する
個別相談 9/10㈫ 13時～16時 高齢者サポートセンター

古河(新久田271-1) 要予約 高齢者サポートセンター古河
℡23-6517

出張年金相談 9/18㈬ 10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

8/19㈪～ 下館年金事務所
℡0296-25-082910/16㈬ 9/17㈫～

消費生活相談
月～金 9時～12時

13時～16時
古河市消費生活セン
ター( 商工政策課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-17189/24㈫ 10時～12時
13時～15時 1階相談室1-3

人権相談 9/11㈬ 13時～15時 1階市民相談室 要予約 人権・男女共同参画室
℡92-31111階相談室1-3

人権生活相談
第2土曜日：辻幸夫相談員
第4土曜日：和井田光司相談員
13時30分～15時30分

隣保館 要予約 隣保館℡48-1989

広域隣保人権生活相談

月・木(9/16・23を除く)
9時30分～11時30分
山田幸助相談員

1階市民相談室
要予約 隣保館℡48-1989

火・木・金(10/22を除く)
10時～12時、峯和代相談員 総和庁舎第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 古河市生活支援セン

ター(健康の駅内) 要予約 古河市生活支援センター
℡92-7017

心配ごと相談 毎週水曜日 13時30分～15時30分 健康の駅/三和地域福
祉センター(会場輪番) 要予約 古河市社会福祉協議会

℡48-0808



　関東どまんなかサミット情報

31   -  広報古河　2019.9

ほ
し
い
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
毎

回
き
れ
い
な
の
が
い
い
で
す
。

た
く
さ
ん
の
情
報
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

Ｎ
．
Ｎ
・
50
代)

◆
私
も
が
ん
患
者
な
の
で
、
坂

田
さ
ん
の
記
事
を
読
ん
で
、
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

(

40
代)

◆
史
跡
特
集
を
企
画
し
て
下
さ

い
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
目
線
で

楽
し
い
特
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

若
ピ
ー
・
50
代)

◆
古
河
の
花
火
大
会
早
く
見
た

い
で
す
。
ス
テ
キ
な
写
真
や
記

事
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
！

(

釣
り
き
ち
じ
じ
い
・
70
代)

◆
65
歳
以
上
の
方
の
古
河
市
内

で
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
。

　
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
は
情
報
が

豊
富
な
の
で
す
が
、
い
ま
い
ち

見
づ
ら
い
の
で
も
う
一
歩
改
良

望
む
。

(

ア
ユ
バ
ス
・
50
代)

■
が
ん
は
早
期
発
見
す
る
こ
と

で
治
す
こ
と
が
で
き
る
病
気
で

す
。
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
子
供
の
写
真
が
い
つ
も
可
愛

く
自
分
の
子
も
応
募
し
よ
う
と

思
っ
た
。
子
育
て
関
係
に
つ
い

て
も
う
少
し
載
せ
て
欲
し
い
。

(

ゆ
ち
ゃ
ん
・
20
代)

◆
子
連
れ
で
も
参
加
し
や
す
い

古
河
市
の
イ
ベ
ン
ト
た
く
さ
ん

教
え
て
欲
し
い
で
す
。

(

り
ん
こ
・
30
代)

◆
古
河
の
オ
ス
ス
メ
の
お
店
を

教
え
て
欲
し
い
で
す
。
毎
月
楽

し
み
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。

(

チ
ッ
プ
・
30
代)

◆
英
語
に
関
す
る
何
か
、
例
え

ば
英
会
話
。
カ
フ
ェ
が
あ
る
と

こ
ろ
や
外
国
人
の
方
と
お
話
が

で
き
る
と
こ
ろ
な
ど
の
情
報
が

栃木市(栃木県)
■あったか栃木市
　ウォーキング大会
　栃木市を縦断する30kmコース
や20km・11kmコースで、秋のウ
オーキングを楽しみませんか？
日時　10/27㈰8時～(荒天中止)
集合場所　藤岡総合体育館
(栃木市藤岡町藤岡1788)
費用　高校生以上：800円(当日
1,000円)、小中学生：300円(当
日400円)、未就学児：無料
申込　電話(℡0570-039-846)ま
たは、QRコードから申し込み
問　スポーツ振興課
　　℡0282-25-0930

小山市(栃木県)
■おやま田んぼアート稲刈り体験参加者募集
期日・会場・デザイン　○10/6㈰：美田会場(リボ
ンの騎士・鉄腕アトム)、間々田会場(間々田のじゃ
がまいた)○10/12㈯：渡良瀬遊水地会場(政光く
ん・寒

さ ん

川
が わ

尼
に

ちゃん＆とち介)、絹会場(弱虫ペダル)
定員　各会場200人
費用　稲刈り体験：1,000円、稲刈り体験と田んぼ
アート米3kg：2,000円(どちらも軽食、保険代含む)
問　農村整備課℡0285-22-9262

野木町(栃木県)
■レンタサイクルをご利用ください
　自然豊かな渡良瀬遊水地や野木町煉

れ ん

瓦
が

窯等の観光
スポットを巡ってみませんか。
利用時間　4月～9月：9時～18時
　　　　　10月～3月：9時～16時
対象　小学3年生以上(小学生は保護者同伴)
貸出場所　野木ホフマン館、きらり館、野木駅西口
セブンイレブン、野木町役場
問　産業課℡0280-57-4153

加須市(埼玉県)
■渡良瀬遊水地まつりin KAZO
　渡良瀬遊水地の自然を身近に感
じられるイベントを開催します。
日時　10/6㈰10時～15時
　　　(荒天中止)
場所　渡良瀬遊水地
　　　芝生サッカーグラウンド
内容　ブリヂストンサイクルブー
ス出展、バス見学ツアー、カヌー
体験、ヨシ紙すき、ストーンペイ
ンティング、加須市観光大使ス
テージイベントほか
問　北川辺総合支所地域振興課　
　　℡0280-61-1205

板倉町(群馬県)
■婚活イベント開催！
　～参加者大募集～
日時　9/27㈮19時～　
場所　カフェだいにんぐてぃーだ
　　　(板倉町海老瀬4857-1)
対象　40歳以下の独身の人
費用　男性5,000円、女性2,500
円(女性のみ割り引き有り)
内容　イタリア料理を食べなが
ら、楽しく交流できるイベントで
す。詳細は、板倉町ホームページ
をご確認ください
申込期限　9/15㈰
問　板倉町婚活応援事業実行委員
会℡0276-82-6122

７月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！



＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！

◀

インターネットで
市内情報を発信中！

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください 

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください。

ハガキで応募

メール・Q Rコードで応募

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

コガノイロ

古河市生活応援アプリで
便利な生活情報をお届け！
電子母子手帳としても利用できます！

iOS 用 Android 用

今月のプレゼント

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を
随時募集しています。詳細はシティプロモーション課まで
ご連絡ください。
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#晴れおんな#子供会
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9/15
必着

常陸牛ハンバーグ(冷凍)　5個セット
5名様

世界にも輸出されている、茨城が誇るブランド牛

茨城県常陸牛
振興協会さん

からのプレゼント


